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　たばこの煙には、発がん性物質やニコチン、一酸化炭素など多くの化学物質が
含まれています。受動喫煙によっても、それらの有害物質は体内に取り込まれ、血
管の傷害や血圧上昇などさまざまな影響を体にもたらします。特に肺がんや虚血
性心疾患、脳卒中、乳幼児突然死症候群は、受動喫煙によりリスクが高まるとされ
ています。

　
今
年
の
４
月
か
ら
健
康
増
進

法
の
改
正
に
よ
り
、受
動
喫
煙

を
防
止
す
る
取
り
組
み
が
強
化

さ
れ
ま
す
。今
回
の
改
正
で
受

動
喫
煙
防
止
対
策
が
強
化
さ
れ

る
理
由
は
、受
動
喫
煙
の
影
響

を
受
け
や
す
い
未
成
年
や
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
人
に
配
慮
し

た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。ま
た
、

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）の
基

準
に
お
い
て
、日
本
の
た
ば
こ

対
策
が「
最
低
レ
ベ
ル
」と
評
価

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
理
由
の
一

つ
で
す
。

　
平
成
28
年
の
県
民
健
康
意
識

行
動
調
査
に
よ
る
と
、20
～
40

歳
代
で
の
喫
煙
率
が
男
女
と
も

に
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
世
代
は
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
を
す
る
時
期
と
重
な
り
ま

す
。妊
娠
中
に
た
ば
こ
を
吸
う

と
、流
・
早
産
や
低
出
生
体
重
の

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。妊

婦
は
禁
煙
が
必
要
で
す
が
、ニ

コ
チ
ン
の
依
存
性
に
よ
り
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

保健所健康課
田口�絵莉子

り
ま
す
。妊
娠
を
考
え
て
い
る

人
は
、妊
娠
前
か
ら
禁
煙
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
同
調
査
の
分
煙
実
行
状

況
の
項
目
を
見
る
と
、職
場
・
家

庭
の
両
方
で
分
煙
を
実
行
す
る

人
の
割
合
は
35
・
６
％
、家
庭
の

み
は
26
・
１
％
、
職
場
の
み
は

17
％
、ど
ち
ら
も
し
て
い
な
い

人
は
19
％
で
し
た
。今
回
の
改

正
法
で
は
、人
の
居
住
す
る
場

所
は
規
制
の
対
象
と
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、家
庭
内
に
お
い

て
も
受
動
喫
煙
は
生
じ
ま
す
。

特
に
子
ど
も
が
受
動
喫
煙
に
さ

ら
さ
れ
る
と
、中
耳
炎
や
気
管

支
ぜ
ん
そ
く
の
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
。家
庭
内
で
も
受
動
喫
煙

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
家
族
全

員
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

受
動
喫
煙
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

インタビュー
nterview

屋内は原則禁煙となり、施設の種類によって、喫煙できる場所が決められます。

敷地内
禁煙

屋内
禁煙

学校や病院、児童福祉施設、行政機関の庁舎の敷地内では、喫煙
することができません。

飲食店や事務所、工場、娯楽施設、ホテル（旅館）の屋内では、喫煙
することができません。

※�屋外で受動喫煙を防止するために必要な措置が取られた場所では、喫煙
することができます。

※�喫煙専用室または加熱式たばこ専用室が設置されている施設では、喫煙
することができます。また、既存の飲食店のうち、規模の小さい店舗につ
いては、屋内で喫煙できる店舗があります。
※�家庭、ホテル（旅館）の客室など居住用の場所や屋外は、法規制の対象とは
なりません。ただし、できるだけ周囲に人がいない場所で喫煙するよう配
慮が必要です。

煙と喫煙のルール禁

動喫煙による体への影響受
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望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、改
正
さ
れ
た
健
康
増
進

法
が
４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。多
く
の
人
が
利
用
す
る

施
設
な
ど
の
禁
煙
と
喫
煙
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
　保
健
所
健
康
課
　☎
５
３
６・２
５
１
７

な
く
そ
う
！

マナーからルールへ

　施設内に喫煙できる場所がある場合は、喫煙室と、その施設の主な出入口の見やすい場所
にその旨が表示されています。

　健康増進法の改正によって、多くの施設において屋
内が原則禁煙となります。施設の出入口に、禁煙マーク
の標識を貼っている施設では、喫煙することができま
せん。

※�禁煙マークの標識は、掲
示を義務付けられていま
せん。ただし、喫煙可能な
施設には、指定された標
識の掲示が義務付けられ
ています。

【受動喫煙対策の新しいルール】

【標識例】

喫煙室の
設置が必要

屋内での喫煙には
喫煙室の設置が

必要

標識掲示が
義務付け

喫煙室には
標識掲示が
義務付け

店内が喫煙可能であるこ
と、20歳未満は入れない
ことを示しています。

【喫煙可能店の標識】
喫煙場所であること、20
歳未満は入れないことを
示しています。

【喫煙専用室の標識】
施設内に喫煙専用室があり、
それ以外の場所は禁煙であ
ることを示しています。

【喫煙専用室設置施設の標識】

多くの施設において
屋内が原則禁煙

20歳未満の人は
喫煙エリアへの
立入禁止

望
ま
な
い
受
動
喫
煙

煙可能な施設の標識喫


